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栃木県警察情報処理能力検定実施要領の制定について(例規通達）

（平成６年６月２３日）

（栃情管第７号栃木県警察本部長通達）

近年、警察活動における情報処理の重要性が増大していることにかんがみ、職員の情報

処理に関する知識及び技能の習得意欲を高め、その技能の普及及び向上を図ることを目的

として、別添のとおり「栃木県警察情報処理能力検定実施要領」を制定し、平成6年7月1

日から実施することとしたので通知する。

記

運用上の留意事項

1   能力検定の実施

初級及び中級の能力検定は警察本部長が、上級の能力検定は警察庁長官が定めるとこ

ろによるものとする。

2   能力検定の方法

能力検定は各級ともおおむね2時間20問の筆記試験により行い、試験問題は、別表第2

「能力検定試験細目」に基づき出題する。

3   人事記録への記載

合格者の通知を受けたときは、「電子計算組織による人事記録等取扱要領」の制定に

基づき、警務部警務課長に提出するとともに、所属保管の「職員人事記録」に記載する

こと。

4   特例

情報管理専科の入校者で模擬試験に合格した者(他の警察機関が実施した情報処理能

力検定を含む。)については、改めて試験を行うことなく能力検定に合格したものとみ

なす。

5   能力検定受験の奨励

能力検定は、職員の情報処理能力の向上を図るために行うものであるから、職員が平

素から情報処理技能の研さんとその習熟に努め、積極的に受験するような雰囲気を醸成

すること。

別添

栃木県警察情報処理能力検定実施要領

1   趣旨

この要領は、情報処理能力検定に関する訓令(平成5年警察庁訓令第1号)に基づき、栃

木県警察職員の情報処理能力検定(以下「能力検定」という。)に関し、必要な事項を定

めるものとする。

2   目的

能力検定は、職員の情報処理能力を検定し、もって情報処理に関する知識、技能の向

上に資することを目的とする。
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3   能力検定の級位

(1) 能力検定の級位は、初級、中級及び上級に区分して行う。

(2) 能力検定の対象となる知識及び技能は、別表第1に掲げるとおりとする。

4   能力検定の実施

(1) 初級及び中級の能力検定は警察本部長(以下「本部長」という。)が行う。

(2) 上級の能力検定は警察庁訓令に基づき警察庁長官が行う。

(3) 能力検定の実施に関する事務は、警務部長が行う。 

5   受験資格

(1) 初級及び中級の能力検定の受験資格は設けないものとする。

(2) 上級の能力検定の受験資格を有する対象者は、前年度までに中級を取得した者とす

る。

6   能力検定の方法

(1) 能力検定は各級ともおおむね2時間20問の筆記試験により行う。

(2) 各級位の試験問題は、別表第2に掲げる試験細目に基づき出題する。

(3) 能力検定は、筆記試験又は電子計算機その他の電子機器を利用した試験により行う。

7   受験の手続

(1) 能力検定の受験を希望する者は、所属長に申し出るものとする。

(2) 所属長は、所属の職員から能力検定受験の申出を受けたときは、情報処理能力検定

受験申請書(別記様式第1号)を作成して、情報管理課長を経由して警務部長に申請す

るものとする。

(3) 本部長は、上級能力検定の申出があり、当該申請者が適当と認める場合には、警察

庁長官に対して受験申請をするものとする。

8   合格基準

能力検定の合格基準は、各級とも60パーセント以上の正解で合格とする。

9  合格者の通知

警務部長は、能力検定に合格し級位を取得した警察職員について、情報処理能力検定

合格者名簿(別記様式第2号)により、受験者の所属長に通知するものとする。

10  合格証書の交付等

(1) 本部長は、初級及び中級の能力検定の合格者に対し、情報処理能力検定合格証書(別

記様式第3号)を交付するものとする。

(2) 情報管理課長は、能力検定に合格した者を合格者台帳に記載しなければならない。

(3) 前項に規定する合格者台帳は、栃木県警察職員情報システムにより調製するものと

する。

11  能力検定の特例

(1) 上位の能力検定の級を取得した者は、下位の級を取得したものとみなす。

(2) 既に実施済みの情報管理専科の入校者で、模擬試験に合格した者については改めて

試験を行うことなく、能力検定に合格したものとみなし、合格証書を交付し、合格者

台帳に記載することができるものとする。

(3) 他の警察機関が実施した情報処理に関する能力検定に合格した者は、この要領に定

める能力検定の当該級位を取得したものとみなす。


